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1.　乳 児期の栄養法では母乳 栄養 法が最もすぐれた栄

養 法とし て認められているにもかか わらず最近牛 乳の母

乳化の進歩は人工 栄養 法による者の身体発達がすぐれて

い るこ とが認 められてきている ので人工栄養法に よる者

が年 々増加してい る。し かし乳 児期の栄養 法 と知 能 との

関係につい てはほとんど明らかにされていないので演者

はその関係 を明 らかにすることを目的 とし た。

2･　質 問紙によって乳児期の栄養法を生後 ６ヵ月以内

の栄養法別に分類し た。 身体発達は学年はじ めの身体検

査に よる結果 と知 能検査 はそれぞれの年齢に応じ た知能

検査によ る知能偏差値 を用い た。 また，知 能発達に影響

す ると思 われる環 境条件につ いては質問紙に よる結果を

用いた。

3.　lC歳児延 べ2,414 名と中学生534  名 および小学生

455 名につい ての調査結果 では平均知 能偏差 値は 混合栄

養群 の知能が最 も高 く母乳， 人工栄各群の順であったが

生活環境 を中流以上 にし ぼった中学生では平均知能偏差

値は母乳，混合，人工栄養群 の順 でい ずれの場合も人工

栄養群は母乳， 混合栄養群 に 比べ て 知 能極上位群 がな

く，極下位群が最も多いこ とが認 められた。


